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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴室洗い場の床パネルと、
　前記床パネルと同一材料で一体成形された浴槽と、
を備え、
　前記床パネルの床面は、排出口側に向けて下方に傾いた床面部分を有し、
　該床面部分は、前記排出口側に向けて間隔を空けて配列されるとともに前記排出口側と
は反対側を向く、複数の隆起面を有し、
　前記床面部分の水の接触角が、９０～１１０度であり、
　前記隆起面の、鉛直方向に沿って測った長さが、０．８～１．６ｍｍであり、
　前記隆起面の、鉛直方向に対する鋭角側のなす角度が、２５～６０度であり、
　前記同一材料が、シリコーン化合物及びメタクリルモノマーを含有することを特徴とす
る、洗い場付き浴槽。
【請求項２】
　前記床面部分における、前記隆起面から前記排出口側に連続する区画床面の、水平方向
に対する鋭角側のなす角度が、１．３度以上である、請求項１に記載の洗い場付き浴槽。
【請求項３】
　前記隆起面どうしの間隔が、２５ｍｍ以下である、請求項１又は２に記載の洗い場付き
浴槽。
【請求項４】
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　前記床面部分における、前記隆起面から前記排出口側に連続する区画床面には、凹凸が
形成されている、請求項１～３のいずれか一項に記載の洗い場付き浴槽。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、浴室洗い場の床パネル、及び、浴室洗い場の床パネルを備えた洗い場付き
浴槽に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　浴室洗い場及び浴槽を有する洗い場付き浴槽においては、浴槽には、高い撥水性を持た
せることで高い防汚性を持たせるとともに、洗い場の床パネルには、高い排水性を持たせ
ることで高い乾燥性を持たせることが、要求されている。仮に、床パネルにも高い撥水性
を持たせると、水滴が床面に残りやすく、高い乾燥性が得られにくいことが知られている
。
　従来、浴槽の撥水性と床パネルの乾燥性との両立を達成すべく、浴槽を構成する材料の
水の接触角を、床パネルを構成する材料の水の接触角よりも大きくした技術が、知られて
いる（例えば、特許文献１）。水の接触角が大きな材料ほど、高い撥水性ひいては高い防
汚性を有し、水の接触角が小さな材料ほど、低い撥水性ひいては高い乾燥性を有する傾向
にある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開2013-83050号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上述のような従来の技術では、浴槽及び床パネルの材料を異ならせる必要があ
るため、例えば、浴槽及び床パネルが一体となった洗い場付き浴槽（ユニットバスとも呼
ばれる。）を金型成形する場合、製造が容易ではないという問題があった。
【０００５】
　この発明は、上述した課題を解決するためのものであり、浴槽にも好適に用い得る防汚
性の高い材料を用いつつ、十分に良好な乾燥性が得られる、浴室洗い場の床パネル、及び
、例えば浴槽及び床パネルを同一材料で構成する場合に、より容易に製造でき、また、床
パネルの十分に良好な乾燥性が得られる、洗い場付き浴槽を、提供することを目的とする
ものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の浴室洗い場の床パネルでは、床パネルの床面は、排出口側に向けて下方に傾
いた床面部分を有し、該床面部分は、前記排出口側に向けて間隔を空けて配列されるとと
もに前記排出口側とは反対側を向く、複数の隆起面を有し、前記床面部分の水の接触角が
、９０～１１０度であることを特徴とする。
　この発明の浴室洗い場の床パネルによれば、浴槽にも好適に用い得る防汚性の高い材料
を用いつつ、十分に良好な乾燥性が得られる。
【０００７】
　この発明の浴室洗い場の床パネルでは、前記床面部分における、前記隆起面から前記排
出口側に連続する区画床面の、水平方向に対する鋭角側のなす角度が、１．３度以上であ
ると好適である。これにより、乾燥性をさらに向上できる。
【０００８】
　この発明の浴室洗い場の床パネルでは、前記隆起面どうしの間隔が、２５ｍｍ以下であ
ると好適である。これにより、乾燥性をさらに向上できる。
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【０００９】
　この発明の浴室洗い場の床パネルでは、前記床面部分における、前記隆起面から前記排
出口側に連続する区画床面には、凹凸が形成されていると好適である。これにより、乾燥
性をさらに向上できる。
【００１０】
　この発明の洗い場付き浴槽は、上記の浴室洗い場の床パネルと、前記床パネルと一体成
形された浴槽と、を備えたことを特徴とする。
　この発明の洗い場付き浴槽によれば、例えば浴槽及び床パネルを同一材料で構成する場
合、より容易に製造でき、また、床パネルの十分に良好な乾燥性が得られる。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明によれば、浴槽にも好適に用い得る防汚性の高い材料を用いつつ、十分に良好
な乾燥性が得られる、浴室洗い場の床パネル、及び、例えば浴槽及び床パネルを同一材料
で構成する場合に、より容易に製造でき、また、床パネルの十分に良好な乾燥性が得られ
る、洗い場付き浴槽を、提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】この発明の浴室洗い場の床パネルの一実施形態を備えた、洗い場付き浴槽の上面
図である。
【図２】図１の床パネルを示す、Ａ－Ａ縦断面図である。
【図３】図１の床パネルの四角で囲った部分を示す斜視図である。
【図４】床パネルの第１変形例を示す縦断面図である。
【図５】床パネルの第２変形例を示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、図面を参照しつつ、この発明に係る浴室洗い場の床パネル及び洗い場付き浴槽
の実施形態を例示説明する。
【００１４】
　図１～図３は、本発明の浴室洗い場の床パネル及び洗い場付き浴槽の一実施形態を示し
ている。図１に示すように、本実施形態の洗い場付き浴槽１は、いわゆるユニットバスと
して構成されており、浴槽２０と浴室洗い場の床パネル１０とを備え、浴槽２０及び床パ
ネル１０が金型成形により一体成形されている。
　なお、「浴槽２０及び床パネル１０が一体である」とは、浴槽２０及び床パネル１０が
何も介さずに直接一体的に連結されている場合に限られず、浴槽２０及び床パネル１０が
略鉛直方向に延在するエプロンを介して一体的に連結されている（すなわち、浴槽２０、
床パネル１０、及びエプロンが一体である）場合も含む。
【００１５】
　床パネル１０は、図１の例では浴槽２０に隣接する位置に、水を排出するための排出口
３を有している。
【００１６】
　床パネル１０の床面１００は、排出口３側に向けて下方に傾いた１つ以上（図１の例で
は３つ）の床面部分を有している。各床面部分が排出口３側に向けて下方に傾いているこ
とにより、水が排出口３に向けて流れやすくしている。図１の例において、３つの床面部
分のうち、第１床面部分１００ａは排出口３に対して浴槽２０とは反対側に配置されてお
り、第２床面部分１００ｂ及び第３床面部分１００ｃは、それぞれ浴槽２０と第１床面部
分１００ａとの間で、互いに排出口３に対して反対側に配置されている。第１床面部分１
００ａと第２床面部分１００ｂとの間、かつ、第１床面部分１００ａと第３床面部分１０
０ｃとの間は、それぞれ、床面１００の外縁部から排出口３までまっすぐ延在する第１目
地溝４ａによって、区画されている。
【００１７】
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　本実施形態において、第１～第３床面部分１００ａ～１００ｃ（ひいては床面１００）
は、その水の接触角が、９０～１１０度である。この水の接触角は、第１～第３床面部分
１００ａ～１００ｃを構成する床パネル１０の材料を調整することにより、実現されてい
る。水の接触角９０～１１０度の材料は、一般的に、撥水性ひいては防汚性に優れている
ため、浴槽に用いられることがある。第１～第３床面部分１００ａ～１００ｃの水の接触
角を９０～１１０度とすることで、床パネル１０を浴槽に用い得る材料で構成することが
できる。よって、例えば本例のように浴槽２０及び床パネル１０を一体成形する場合、浴
槽２０及び床パネル１０に同一の材料を用いることができるので、製造が容易となる。仮
に、第１～第３床面部分１００ａ～１００ｃの水の接触角が９０度未満であると、浴槽に
用いる材料としては撥水性が十分でなく、また、仮に、第１～第３床面部分１００ａ～１
００ｃの水の接触角が１１０度より大きいと、撥水性が高くなり過ぎて、十分な乾燥性が
得られないおそれがある。
　また、一般的に水の接触角が低いほど高い乾燥性が得られる傾向にあるので、より高い
乾燥性を得る観点からは、第１～第３床面部分１００ａ～１００ｃ（ひいては床面１００
）の水の接触角は、９０～１０５度であると、より好適である。
　なお、水の接触角は、床パネル１０に用いる材料を用いて作成した平板の平滑な表面を
水平方向と平行に向けた状態で、その表面上の水滴を用いて測定されるものとする。
【００１８】
　浴槽２０及び床パネル１０の材料は、それぞれ、例えば繊維強化プラスチック（FRP: F
iber Reinforced Plastics）等の樹脂が好適であるが、その他の任意の材料を用いてもよ
い。
【００１９】
　上述のように、本実施形態における第１～第３床面部分１００ａ～１００ｃを構成する
床パネル１０の材料は、一般的には撥水性に優れたものであるため、排水性ひいては乾燥
性が低くなるおそれがある。そこで、本実施形態では、第１～第３床面部分１００ａ～１
００ｃに後述するようなテクスチャー（表面形状）を設けることにより、十分に良好な乾
燥性が得られるようにしている。
【００２０】
　なお、本例において、第２、第３床面部分１００ｂ、１００ｃは、第１床面部分１００
ａのテクスチャーを、それぞれ排出口３の周りに互いに反対側へ９０度回転させたような
テクスチャーを有している。
【００２１】
　図２は、第１床面部分１００ａを示す、図１のＡ－Ａ線に沿う縦断面図である。図１の
Ａ－Ａ線は、第１床面部分１００ａを上から観た場合における、隆起面５の上端５ａの延
在方向の法線方向に沿っている。なお、本実施形態では、第２床面部分１００ｂ及び第３
床面部分１００ｃについては、特に断りがない限り、第１床面部分１００ａと同様である
。第１床面部分１００ａは、排出口３側に向けて間隔を空けて配列されるとともに排出口
３側とは反対側を向く、複数の隆起面５を有している。これにより、区画床面７上の水が
排出口３側へ下降すると、排出口３側の隆起面５に遮られて、隆起面５により案内されな
がらさらに排出口３側へ流れることとなる。特に、区画床面７上の水が残り少なくなった
場合には、排出口３側に隣接する他の区画床面７上に水が乗り上げることがなくなり、残
り全ての水が隆起面５に沿って排出口側へ流れる。このようにして、区画床面７上の水が
途中で止まらずに排出口３に排出されるので、乾燥性を向上できる。
【００２２】
　図２に示す例では、隆起面５は、排出口３側に向かうにつれて上方に向かうように傾斜
している。
【００２３】
　第１床面部分１００ａを上から観た場合における隆起面５の上端５ａの延在方向の法線
方向に沿う断面（すなわち図２のＡ－Ａ縦断面。以下同じ。）において、区画床面７に沿
う方向での区画床面７の幅Ｌは、２５ｍｍ以下であると好適である。これにより、水が少



(5) JP 6571925 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

なくなった場合において、途中で止まる前に隆起面５に到達し、乾燥性を向上できる。一
方、床パネル１０の製造の容易性の確保の観点からは、区画床面７の幅Ｌは、１５ｍｍ以
上であると好適である。
　図１に示す例では、隆起面５どうしの間隔は、第１床面部分１００ａの全体にわたって
ほぼ均等である。
【００２４】
　図２の縦断面において、鉛直方向に沿って測った隆起面５の長さ(すなわち、鉛直方向
（上下方向）における、隆起面５の上端5aから下端5bまでの距離)は、排水性の観点から
０．８ｍｍ以上であることが好適であり、清掃性の観点から１．６ｍｍ以下であると好適
である。
　また、図２の縦断面において、隆起面５の、鉛直方向に対する鋭角側のなす角度は、排
水性の観点から、２５～６０度であると好適である。
【００２５】
　第１床面部分１００ａは、隆起面５から排出口３側に連続するとともに排出口３側に向
けて下方に傾いた区画床面７と、区画床面７から排出口３側に連続するとともに排出口３
側に向けて区画床面７よりも大きく下方に傾いて、隆起面５の下端５ｂに連結される対向
下降面６とを、さらに有している。本例では、隆起面５と対向下降面６とにより、断面形
状が略Ｖ字形の溝を形成している。対向下降面６の上端６ａは、この対向下降面６と対向
する隆起面５の上端５ａよりも低い位置にある。第１床面部分１００ａの、水平方向に対
する鋭角側のなす角度αは、区画床面７の、水平方向に対する鋭角側のなす角度βよりも
、小さい（すなわち、α＜β＜９０度）。ここで、第１床面部分１００ａの、水平方向に
対する鋭角側のなす角度αは、互いに隣接する一対の隆起面５の上端５ａを通る仮想平面
（図２の破線）の、水平方向に対する鋭角側のなす角度を指すものとする。
　第１床面部分１００ａの、水平方向に対する鋭角側のなす角度α、及び、区画床面７の
、水平方向に対する鋭角側のなす角度βは、それぞれ、第１床面部分１００ａ内で変化し
てもよく、その場合も、互いに隣接する一対の隆起面５毎に、上記の関係（α＜β＜９０
度）を満たすのが良い。
【００２６】
　区画床面７の、水平方向に対する鋭角側のなす角度βは、１．３度以上であることが好
ましい。これにより、区画床面７上の水が、途中で止まらずに、排出口３側にある隆起面
５に向けて流れるようになるので、乾燥性を向上できる。一方、床面１００がユーザに与
える違和感や痛みを抑制する観点からは、区画床面７の、水平方向に対する鋭角側のなす
角度βは、３．５度以下であることが好ましい。
　なお、本例では、第１床面部分１００ａの区画床面７の、水平方向に対する鋭角側のな
す角度βが、第２及び第３床面部分１００ｂ、１００ｃの区画床面７の、水平方向に対す
る鋭角側のなす角度βよりも、小さくされており、これは例えば浴室への扉を第１床面部
分１００ａに隣接して配置した場合に好適である。ただし、第１～第３床面部分１００ａ
～１００ｃは、その区画床面７の、水平方向に対する鋭角側のなす角度β（又はその分布
）が、互いに同一でもよいし、それぞれ異なっていてもよい。
【００２７】
　なお、上述したように、第１～第３床面部分１００ａ～１００ｃは、排出口３側に向け
て下方に傾いており、これはすなわち、第１～第３床面部分１００ａ～１００ｃの、水平
方向に対する鋭角側のなす角度αが、０よりも大きいことを指している。
　第１～第３床面部分１００ａ～１００ｃの、水平方向に対する鋭角側のなす角度αは、
例えば、１．１～２．２度が好適である。
　なお、本例では、第１床面部分１００ａの、水平方向に対する鋭角側のなす角度αが、
第２及び第３床面部分１００ｂ、１００ｃの、水平方向に対する鋭角側のなす角度αより
も、小さくされており、これは例えば浴室への扉を第１床面部分１００ａに隣接して配置
した場合に好適である。ただし、第１～第３床面部分１００ａ～１００ｃは、その水平方
向に対する鋭角側のなす角度α（又はその分布）が、互いに同一でもよいし、それぞれ異
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なっていてもよい。
【００２８】
　図３に示すように、本例では、区画床面７には、微細な凹凸が形成されており、これに
より区画床面７は例えば岩肌状に形成されている。これにより、区画床面７上で水が分断
されやすくなるので、乾燥性がさらに向上される。この凹凸の起伏高さは、乾燥性の観点
から、１００～２２０μｍであると好適である。
　ただし、本例に限られず、区画床面７は、凹凸の無い、滑らかな面（例えば、平坦面）
からなるものでもよい。
【００２９】
　本例において、隆起面５は、それぞれ、第１床面部分１００ａの全体を上から観たとき
に、図１に示すように、排出口３側に向けて凸の湾曲形状に沿って延在している。これに
より、区画床面７上を排出口３側に向けて下降してから隆起面５により食い止められた水
が、隆起面５により案内されながらさらに排水口３側へと移動されるので、乾燥性を向上
できる。
　なお、本例に限らず、隆起面５は、それぞれ、上から観たときに、排出口３側に向けて
凸の略Ｖ字形状に沿って延在している場合も、乾燥性の観点から好適である。
【００３０】
　図２の例のように、隆起面５と対向下降面６とにより、縦断面形状が略Ｖ字形の溝を形
成していることにより、区画床面７上を排出口３側に向けて下降した水が、この溝内に落
ちて、溝内を流れるので、区画床面７の乾燥性を向上できる。
【００３１】
　図２の例では、隆起面５とこれに排出口３側に連続する区画床面７とにより形成される
上側のコーナーが、アール（湾曲面）を有さず、角張っている。
【００３２】
　図１に示すように、本例において、第１床面部分１００ａは、その排出口３側とは反対
側の外縁部から排出口３側に向けて互いに平行に延在し、それぞれ排出口３又は第１目地
溝４ａにまで至る、複数の第２目地溝４ｂを、さらに有している。第１目地溝４ａ及び第
２目地溝４ｂの溝底は、隆起面５の下端５ｂよりも低い位置にある。これにより、隆起面
５に沿って排出口３側へ流れてきた水が、第２目地溝４ｂ内に落ちて、その後、第１目地
溝４ａ内へ流れてから排出口３までスムーズに流れるので、乾燥性を向上できる。
【００３３】
　上述したように、本実施形態の浴室洗い場の床パネル１０によれば、浴槽にも好適に用
い得る防汚性の高い材料を用いつつ、十分に良好な乾燥性が得られる。
　また、この床パネル１０を備えた、本実施形態の洗い場付き浴槽１によれば、例えば浴
槽２０と床パネル１０とを同一材料で一体成形する場合、容易に製造することができる。
【００３４】
　本発明の浴室洗い場の床パネル、及び洗い場付き浴槽は、上述したものに限られず、様
々な変形例が可能である。
　図４は、床パネル１０の第１変形例を示す縦断面図であり、図２に対応する図である。
本変形例では、第１床面部分１００ａが、対向下降面６を有さず、隆起面５の下端５ｂが
区画床面７の排出口３側の端に連結している。また、隆起面５とこれに排出口３側に連続
する区画床面７とにより形成される上側のコーナーと、隆起面５とこれに排出口３側とは
反対側に連続する区画床面７とにより形成される下側のコーナーとには、それぞれアール
（湾曲面）が形成されている。本例によっても、上記実施形態と同様の効果を得ることが
できる。
【００３５】
　図５は、床パネル１０の第２変形例を示す縦断面図であり、図２に対応する図である。
本変形例は、隆起面５とこれに排出口３側に連続する区画床面７とにより区画される上側
のコーナーと、隆起面５とこれに排出口３側とは反対側に連続する区画床面７とにより区
画される下側のコーナーとが、アールを有さず、角張っている点で、図４の第１変形例と
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【００３６】
　また、上述した各例の床パネルは、浴槽２０と浴室洗い場の床パネル１０とが一体に構
成された洗い場付き浴槽に用いられているが、これに限られない。
　例えば、上記各例の床パネルは、床パネルと浴槽とが、別体であって、略鉛直方向に延
在するエプロンを介して互いに連結されるように組み立てられており、かつ、床パネルが
さらに他の部材（例えば、床パネルから浴槽の下側にまで延長された防水パン等）と一体
に構成された洗い場付き浴槽に用いられてもよい。
　あるいは、上記各例の床パネルは、浴槽と床パネルとが別体であって、両者がエプロン
を介して連結されるように組み立てられた洗い場付き浴槽や、床パネル及びエプロンが一
体であって、浴槽が床パネル及びエプロンとは別体であって、これらが組み立てられた洗
い場付き浴槽に用いられてもよい。
【００３７】
　（実施例）
　実施例１及び比較例１、２に係る床パネルを作製して、その乾燥性を評価した。各実施
例及び比較例の諸元は表３に示すとおりである。
　なお、比較例１、２の床パネルは、表１に示す成分からなるＦＲＰ組成物で形成するこ
とにより、水の接触角が８０度以上９０度未満となるようにし、実施例１の床パネルは、
表２に示す成分からなるＦＲＰ組成物で形成することにより、水の接触角が９０度以上１
１０度以下となるようにした。表１、表２において、ガラス繊維の量（％）は、ＦＲＰ組
成物の全質量に対する割合を示す。表２において、特定シリコーン化合物としては、ＪＮ
Ｃ(株)社製、ＦＭ０７２５（商品名）を用い、メタクリルモノマーとしては、共栄社化学
(株)製、ライトエステルＴＢ（商品名）（ｔｅｒｔ－ブチルメタクリレート）を用いた。
　また、比較例１の床パネルの床面は、隆起面５等のテクスチャー（表面形状）の無い、
平坦面とし、比較例２及び実施例１の床パネルの床面は、図２の例のテクスチャーを有す
るものとした。
　そして、乾燥性を評価するために、各比較例及び実施例の床パネルについて、それぞれ
、浴室内を一定の気温及び湿度に保った状態で、洗い場の床パネル全体を覆う程度の一定
量の水を洗い場に溜め、排出口の栓を外してから床パネル上の全ての水が乾くまでの時間
を計測した。表３の「乾燥に掛かる時間」は、その計測結果を示している。
【００３８】
【表１】

【００３９】
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【表２】

【００４０】
【表３】

【００４１】
　表３の結果から判るように、実施例１の床パネルによれば、水の接触角が９０～１１０
度の高撥水性材料（高防汚性材料）を用いているにもかかわらず、床面に隆起面５等のテ
クスチャーを設けたことで、十分に良好な乾燥性が得られた。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明による浴室洗い場の床パネル、及び、洗い場付き浴槽は、例えば浴槽と床パネル
とが一体となったユニットバスに利用できる。
【符号の説明】
【００４３】
　１：洗い場付き浴槽、　３：排出口、　４ａ：第１目地溝、　４ｂ：第２目地溝、　５
：隆起面、　５ａ：隆起面の上端、　５ｂ：隆起面の下端、　６：対向下降面、　６ａ：
対向下降面の上端、　７：区画床面、　１０：浴室洗い場の床パネル、　２０：浴槽、　
１００：床面、　１００ａ～１００ｃ：第１～第３床面部分（床面部分）
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